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“システム開発で.NETを選択する”

という決定を行なう要因のひとつとし

て、既存のWindows開発環境と比較し

たときの.NET Frameworkの優位性だ

けではなく、「開発言語の選択の自由度」

も挙げられるのではないだろうか。た

とえば、Windows開発におけるデファ

クトとも言える“Visual Basic”の.NET

開発言語版であるVisual Basic .NET

（以下VB.NET）。このVB.NETの存在も

.NETがシステム開発に採用されるかど

うかを左右する要因のひとつと考えら

れる。

VBとVB.NETでは、どこがどう違う

のだろうか。

極めて簡単に言ってしまえば、図1の

ように「実行に必要なランタイムが異

なっている」という点に尽きるだろう。

この.NET Frameworkというランタイ

ムルーチンがVBの専用品であったとす

れば、もしかしたら、VBとVB.NETの互

換性はもっと高かったかもしれない。し

かし、.NET Frameworkは、.NETの中

核となるランタイム（クラスライブラ

リと呼ぶ）であり、VBだけを意識した

ものではないし、Windowsアプリケー

ションだけを意識したものではない。

そのため、VB.NETの基本的な実装

は、「クラスライブラリ」という考え方

に基づいた形式に変更されており、よ

り「クラス」という考え方が浸透して

いて、VBとは異なるところがある。そ

の基本的な文法をみてみると、VBらし

さが随所にみられ、「VBに似た別言語」

という姿が見えてくるだろう。
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論より証拠であるので、早速VB.NET

でWindowsアプリケーションプログラ

ムを作ってみよう。

MDEの起動

Windowsの［スタート］メニューか

らメニューをたどり、Visual Studio

.NET 2003を起動すると、「Microsoft

Development Environment [デ ザ イ

ン]」画面が立ち上がり、色々なウィン

ドウと共に図2の「スタートページ」が

表示される。

新しいプロジェクト

新しくプログラムを作り始めるとき

は、このスタートページで［新しいプ

ロジェクト］ボタンをクリックして、

「新しいプロジェクト」ダイアログを表

示することが第一歩となる。

「新しいプロジェクト」ダイアログ

では、プログラムの種類、作成する場

所とその名前を同時に指定する（図3）。

今回の例では、Windowsアプリケー

ションを「0311VB01」という名前で作

成してみる。

ソリューションと
プロジェクト

ソリューションエクスプローラには、

プロジェクトの上位として「ソリュー

ション」というものが存在している。

これは、Visual Basic 6.0のときの「プ

ロジェクトグループ」に相当するもの

で、複数の実行ファイルのコードを一

度にみるときなどに便利な機能だ。ソ

リューションを使った例は最後に紹介

するとして、現時点では（また大抵の

場合は）「ソリューション＝プロジェク

ト」と考えておいても問題はないので、

今は、頭からソリューションに関する

興味や疑問点は外してしまおう。

ファイル名の変更

Windowsアプリケーションを選択し

て、新しいプロジェクトの作成を指定

した場合、プロジェクトの中には、

・AssemblyInfo.vb

・Form1.vb

という2つのファイルが含まれた形でプ

ロジェクトが作成される。「Form1.vb」

というフォーム名は、「frm0311VB01.

vb」に変更して、0311VB01プロジェク

トのフォームであることがわかるよう

にするのが良いだろう。ファイル名の

変更は、ソリューションエクスプロー

ラで「Form1.vb」を右クリックし、シ

ョートカットメニューから［名前の変

更］を選択して行なう。

なお、実際のプロジェクトでは、以

下のような命名規約を取り決めておく

のが良いだろう。

＜命名規約の例＞

プロジェクト名：SEKV1000

主画面のフォーム：frmSEKV1000.vb

サブ画面のフォーム：

frmSEKV1100.vb、frmSEKV1200.vb…

フォームへの
コントロール配置

フォームへのコントロールの配置は

実に簡単だ。
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新しいプロジェクトを指定すると、同名のソリューションが作成され、そこに、指定したプロジェクトが新規作
成される。プロジェクトはコンパイルして生成される実行ファイル（EXEやDLL）単位であり、ソリューション
とは、複数の実行ファイルでひとつの機能を実現する単位。通常1ソリューション＝1プロジェクトの構成で事
足りることが多い。

Windowsアプリケーショ
ンをVB.NETで作成する




